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【目　 的】歯周炎は,歯 周病原性細菌 と呼ばれる
グラム陰性嫌気性菌 を主体 とした細菌集団を原因
とする感染症である。
　 したがって,歯 周組織における歯周病原性細菌
を死滅 させることが歯周治療には有効 とも考えら
れる。 しか し,通常の細菌感染症の治療で広 く行
われている抗菌薬の投与は歯周治療では限定 され
た方法で,抗 菌薬の投与のみで歯周炎が治癒 され
ることは難 しい と考 えられている。
　最近,マ クロライ ド系抗菌薬のアジスロマイシ
ンの投与が歯周炎治療 に有効であるとの報告が国
内外でなされている。
　その理由の1つ にアジスロマイシンが炎症性サ
イ トカイン産生を亢進,あ るいは抑制するとの報
告がある。宿主の免疫応答の増強は貧食殺菌にプ
ラスに働 くが,炎 症反応の増強は宿主組織の傷害
を招 くことが考えられる。逆に抑制 される場合は
感染が持続 し,慢性炎症 が継続する。 したがって,
アジスロマイシンの免疫修飾作用を正 しく把握す
ることは,ア ジスロマイシンを使用す る際に必須
のことである。
　本研究ではアジスロマイシンの免疫修飾作用の
一端 を明 らかにす るために,P.gingivalis生菌
に対する宿主の免疫応答 に及ぼすアジスロマイシ
ンの影響を調べた。
【方 　法 】 マ ウ スマ ク ロ フ ァー ジ様 細 胞株
J774.1細胞にアジスロマイシン含有,も しくは非
含 有 の10%FBS含有RPMI　1640培地 とP
gingivalis菌液,も しくは対照の培養液 を加 えて
任意の時間培養 した。培養終了後に 培養上清中
のサイ トカイン量を測定 した。
【結果 と考察】P.gingivalis生菌 にアジスロマ
イシンを添加 して培養すると,菌 のみの場合より
も炎症性サイ トカインのMCP-1とIL-6の産生量
は有意に亢進 した。 しかし,抗炎症性サイ トカイ
ンのIL-10産生量は変化 しなかった。この結果は,
実際の歯周炎患者がアジスロマイシンを服用 した
場合にMCP-1やIL-6などの炎症性サイ トカイン
の産生が亢進することで,炎症反応が増強 される
可能性を示唆している。 したがって,ア ジスロマ
イシンを歯周炎治療 に用いる場合には投与期間と
投与量に十分な注意が必要 と考えられる。
